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要 旨（300文字程度）

人工光型植物工場においては、光や温湿度の管理に加えて気流の制御も重要である。気流は気孔開閉に関与し、葉面
境界層の形成の抑制によって蒸散水蒸気の除去や二酸化炭素供給を担うため、気流が不十分だと生理障害を引き起こす
ことがある。しかし高密度での栽培では均一に気流を供給することが難しく、また気流の複雑さや不可視性から予測も
難しい。本研究では、植物工場栽培棚内の気流予測を可能にするCFDモデルの構築を目的としている。実際の栽培棚に
おける植物周囲の気流をPIV（粒子画像流速測定法）解析により定量的に把握し、得られた計測データを基に、CFDモデ
ル上で植物周囲の流動現象を正確に再現する手法を検討した。


